
(57)【要約】

【課題】設定回転数と、中間位置回転数と、アイドリン

グ回転数の３者の間でのデセル制御機構であって、元の

設定値の回転数に戻る際においては、黒煙低減の為に燃

料噴射量制御を折り込んだ、作業車搭載エンジンの制御

機構を提供する。

【解決手段】電子ガバナー機構Ｇを具備したエンジンを

搭載した作業車において、作業機レバーに取付けられた

デセルスイッチ５を押すことにより、エンジン回転数を

設定回転数から中間位置のエンジン回転数、又はアイド

リング回転数又は、元の設定回転数に即座に変更可能と

し、元の設定回転数に復帰する場合には、黒煙低減の為

に燃料噴射量を制御すべく構成した。

【選択図】図９
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 電 子 ガ バ ナ ー 機 構 Ｇ を 具 備 し た エ ン ジ ン を 搭 載 し た 作 業 車 に お い て 、 作 業 機 レ バ ー に デ
セ ル ス イ ッ チ ５ を 取 付 け 、 該 デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 押 す こ と に よ り 、 エ ン ジ ン 回 転 数 を 設 定
回 転 数 か ら 中 間 位 置 の エ ン ジ ン 回 転 数 、 又 は ア イ ド リ ン グ 回 転 数 又 は 、 元 の 設 定 回 転 数 に
即 座 に 変 更 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 作 業 車 搭 載 エ ン ジ ン の 制 御 機 構 。
【 請 求 項 ２ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 作 業 車 搭 載 エ ン ジ ン の 制 御 機 構 に お い て 、 作 業 機 レ バ ー に 取 付 け ら れ た
デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 、 １ 回 操 作 す る と 中 間 位 置 の エ ン ジ ン 回 転 数 に 、 デ セ ル ス イ ッ チ ５ を
２ 回 操 作 す る と ア イ ド リ ン グ 回 転 数 に 、 デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 連 続 的 に 操 作 す る と 、 元 の 設
定 回 転 数 に 復 帰 す べ く 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 作 業 車 搭 載 エ ン ジ ン の 制 御 機 構 。
【 請 求 項 ３ 】
　 請 求 項 １ 記 載 の 作 業 車 搭 載 エ ン ジ ン の 制 御 機 構 に お い て 、 元 の 設 定 回 転 数 に 復 帰 す る 場
合 に は 、 黒 煙 低 減 の 為 に 燃 料 噴 射 量 を 制 御 す べ く 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 作 業 車 搭 載 エ
ン ジ ン の 制 御 機 構 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 バ ッ ク ホ ー 等 の 掘 削 作 業 機 に 搭 載 し た 電 子 ガ バ ナ ー 付 エ ン ジ ン の 制 御 機 構 に
関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 か ら 、 ト ラ ク タ 等 の 作 業 車 搭 載 エ ン ジ ン の 制 御 機 構 に 関 す る 技 術 は 公 知 と な っ て い
る の で あ る 。 例 え ば 、 特 公 平 ６ － １ ０ ４ ３ ４ 号 公 報 に 記 載 の 技 術 の 如 く で あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 公 平 ６ － １ ０ ４ ３ ４ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 従 来 の オ ー ト デ セ ル 機 構 は 、 設 定 回 転 数 と ア イ ド リ ン グ 回 転 数 の 間 で の 制 御 の み で あ る
。 故 に 、 無 負 荷 の 状 態 か ら 油 圧 負 荷 が 掛 か っ た 場 合 に は 、 負 荷 を 自 動 的 に 検 知 し 、 ア イ ド
リ ン グ 回 転 か ら 設 定 回 転 数 ま で 増 加 さ せ 、 負 荷 が 回 避 さ れ る と 、 ア イ ド リ ン グ 回 転 ま で 一
気 に 下 げ る オ ー ト デ セ ル 機 構 で あ る 。
　 し か し 、 こ の 従 来 の オ ー ト デ セ ル 機 構 は 、 オ ペ レ ー タ の 意 思 に 関 わ ら ず 、 エ ン ジ ン 回 転
の ア ッ プ ダ ウ ン が 行 わ れ る の で 、 オ ペ レ ー タ に と っ て 煩 わ し く 思 う 場 合 が 多 い の で あ る 。
ま た オ ー ト デ セ ル 機 構 を 付 加 す る 場 合 に 、 付 加 検 出 機 構 が 複 雑 で あ り 、 高 価 な シ ス テ ム と
な る の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 本 発 明 に お い て は 、 設 定 回 転 数 と 、 中 間 位 置 回 転 数 と 、 ア イ ド リ ン グ 回 転 数 の ３ 者 の 間
で の デ セ ル 制 御 機 構 で あ る 。
　 ま た 、 元 の 設 定 値 の 回 転 数 に 戻 る 際 に お い て は 、 黒 煙 低 減 の 為 に 燃 料 噴 射 量 制 御 を 折 り
込 ん で い る の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 故 に 、 オ ペ レ ー タ の 意 思 に よ っ て 、 エ ン ジ ン 回 転 を ア ッ プ ダ ウ ン す る こ と が で き る の で
あ る 。 ま た 掘 削 及 び 排 土 の 作 業 中 に 中 断 し 、 本 気 を 待 機 状 態 に す る 場 合 に 、 わ ざ わ ざ ア ク
セ ル レ バ ー を 操 作 す る こ と な く 、 作 業 機 レ バ ー に 取 付 け ら れ て い る デ セ ル ス イ ッ チ の 操 作
一 つ で 、 容 易 に エ ン ジ ン 回 転 を ダ ウ ン さ せ る こ と が 出 来 、 同 時 に 燃 費 の 低 減 を 図 る の で あ
る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た 中 間 位 置 を 設 け た こ と に よ っ て 、 作 業 中 に 作 業 機 ス ピ ー ド を 少 し 落 と し て 、 作 業 を
行 い た い 場 合 に 、 手 元 の デ セ ル ス イ ッ チ の 操 作 に よ り 容 易 に 実 現 で き る の で あ る 。 例 え ば
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、 狭 い 現 場 で 掘 削 作 業 を し て い る 場 合 に 、 旋 回 す る 作 業 機 が 壁 等 に 当 た ら な い よ う に ス ピ
ー ド を 落 と し て 旋 回 し た い 時 や 、 機 体 を ほ ん の 僅 か だ け 走 行 さ せ た い 場 合 等 で あ る 。
　 ま た 、 回 転 数 を 設 定 回 転 数 に 戻 す 場 合 に も 、 黒 煙 が 吹 き 出 す こ と が 無 く な る よ う に 構 成
し た も の で あ る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 次 に 本 発 明 の 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 を 説 明 す る 。
　 請 求 項 １ に お い て は 、 電 子 ガ バ ナ ー 機 構 Ｇ を 具 備 し た エ ン ジ ン を 搭 載 し た 作 業 車 に お い
て 、 作 業 機 レ バ ー に デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 取 付 け 、 該 デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 押 す こ と に よ り 、
エ ン ジ ン 回 転 数 を 設 定 回 転 数 か ら 中 間 位 置 の エ ン ジ ン 回 転 数 、 又 は ア イ ド リ ン グ 回 転 数 又
は 、 元 の 設 定 回 転 数 に 即 座 に 変 更 可 能 と し た こ と を 特 徴 と す る 作 業 車 搭 載 エ ン ジ ン の 制 御
機 構 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 請 求 項 ２ に お い て は 、 請 求 項 １ 記 載 の 作 業 車 搭 載 エ ン ジ ン の 制 御 機 構 に お い て 、 作 業 機
レ バ ー に 取 付 け ら れ た デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 、 １ 回 操 作 す る と 中 間 位 置 の エ ン ジ ン 回 転 数 に
、 デ セ ル ス イ ッ チ ５ を ２ 回 操 作 す る と ア イ ド リ ン グ 回 転 数 に 、 デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 連 続 的
に 操 作 す る と 、 元 の 設 定 回 転 数 に 復 帰 す べ く 構 成 し た こ と を 特 徴 と す る 作 業 車 搭 載 エ ン ジ
ン の 制 御 機 構 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 請 求 項 ３ に お い て は 、 請 求 項 １ 記 載 の 作 業 車 搭 載 エ ン ジ ン の 制 御 機 構 に お い て 、 元 の 設
定 回 転 数 に 復 帰 す る 場 合 に は 、 黒 煙 低 減 の 為 に 燃 料 噴 射 量 を 制 御 す べ く 構 成 し た こ と を 特
徴 と す る 作 業 車 搭 載 エ ン ジ ン の 制 御 機 構 で あ る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ０ 】
　 本 発 明 は 以 上 の 如 く 構 成 し た の で 、 次 の よ う な 効 果 を 奏 す る の で あ る 。
  従 来 の オ ー ト デ セ ル 機 構 は 、 設 定 回 転 数 と ア イ ド リ ン グ 回 転 数 の 間 で の 制 御 の み で あ る
。 故 に 、 無 負 荷 の 状 態 か ら 油 圧 負 荷 が 掛 か っ た 場 合 に は 、 負 荷 を 自 動 的 に 検 知 し 、 ア イ ド
リ ン グ 回 転 か ら 設 定 回 転 数 ま で 増 加 さ せ 、 負 荷 が 回 避 さ れ る と 、 ア イ ド リ ン グ 回 転 ま で 一
気 に 下 げ る オ ー ト デ セ ル 機 構 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 し か し 、 こ の 従 来 の オ ー ト デ セ ル 機 構 は 、 オ ペ レ ー タ の 意 思 に 関 わ ら ず 、 エ ン ジ ン 回 転
の ア ッ プ ダ ウ ン が 行 わ れ る の で 、 オ ペ レ ー タ に と っ て 煩 わ し く 思 う 場 合 が 多 い の で あ る 。
ま た オ ー ト デ セ ル 機 構 を 付 加 す る 場 合 に 、 付 加 検 出 機 構 が 複 雑 で あ り 、 高 価 な シ ス テ ム と
な る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 本 発 明 は 請 求 項 １ の 如 く 構 成 し た の で 、 オ ペ レ ー タ の 意 思 に よ っ て 、 エ ン ジ ン 回 転 を ア
ッ プ ダ ウ ン す る こ と が で き る の で あ る 。 ま た 掘 削 及 び 排 土 の 作 業 中 に 中 断 し 、 本 気 を 待 機
状 態 に す る 場 合 に 、 わ ざ わ ざ ア ク セ ル レ バ ー を 操 作 す る こ と な く 、 作 業 機 レ バ ー に 取 付 け
ら れ て い る デ セ ル ス イ ッ チ の 操 作 一 つ で 、 容 易 に エ ン ジ ン 回 転 を ダ ウ ン さ せ る こ と が 出 来
、 同 時 に 燃 費 の 低 減 を 図 る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 ま た 中 間 位 置 を 設 け た こ と に よ っ て 、 作 業 中 に 作 業 機 ス ピ ー ド を 少 し 落 と し て 、 作 業 を
行 い た い 場 合 に 、 手 元 の デ セ ル ス イ ッ チ の 操 作 に よ り 容 易 に 実 現 で き る の で あ る 。 例 え ば
、 狭 い 現 場 で 掘 削 作 業 を し て い る 場 合 に 、 旋 回 す る 作 業 機 が 壁 等 に 当 た ら な い よ う に ス ピ
ー ド を 落 と し て 旋 回 し た い 時 や 、 機 体 を ほ ん の 僅 か だ け 走 行 さ せ た い 場 合 等 で あ る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 請 求 項 ２ の 如 く 、 作 業 機 レ バ ー に 取 付 け ら れ た デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 、 １ 回 操 作 す る と 中
間 位 置 の エ ン ジ ン 回 転 数 に 、 デ セ ル ス イ ッ チ ５ を ２ 回 操 作 す る と ア イ ド リ ン グ 回 転 数 に 、
デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 連 続 的 に 操 作 す る と 、 元 の 設 定 回 転 数 に 復 帰 す べ く 構 成 し た の で 、 設
定 回 転 数 と 、 中 間 位 置 回 転 数 と 、 ア イ ド リ ン グ 回 転 数 の ３ 者 の 間 で の デ セ ル 制 御 の 切 換 え
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を 簡 単 に 行 う こ と が 出 来 る よ う に な っ た の で あ る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 ま た 、 請 求 項 ３ の 如 く 、 元 の 設 定 値 の 回 転 数 に 戻 る 際 に お い て は 、 黒 煙 低 減 の 為 に 燃 料
噴 射 量 制 御 を 折 り 込 ん で い る の で 、 回 転 数 を 設 定 回 転 数 に 戻 す 場 合 に も 、 黒 煙 が 吹 き 出 す
こ と が 無 く な っ た の で あ る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ １ ６ 】
　 次 に 本 発 明 の 実 施 の 形 態 を 説 明 す る 。
　 図 ７ は 掘 削 作 業 機 の 左 操 作 レ バ ー ４ の 上 に デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 設 け た 構 成 の 図 面 、
　 図 ８ は デ セ ル ス イ ッ チ ５ に よ り 切 り 換 え る ア ク セ ル 位 置 と 中 間 位 置 と ア イ ド リ ン グ 位 置
を 示 す 図 面 、
　 図 ９ は デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 操 作 す る 場 合 の デ セ ル 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト 図 面 、
　 図 １ ０ は 設 定 回 転 に 戻 す 場 合 の 黒 煙 低 減 回 避 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ １ ７ 】
　 該 左 操 作 レ バ ー ４ は 、 バ ッ ク ホ ー の ア ー ム ２ と 旋 回 モ ー タ ー を 操 作 す る 為 の レ バ ー で あ
る 場 合 が 多 く 、 該 左 操 作 レ バ ー ４ の 頂 上 部 分 に デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 設 け て ワ ッ タ ッ チ デ セ
ル を 可 能 と し て い る 。 ま た 右 操 作 レ バ ー は ブ ー ム １ を 操 作 す る レ バ ー あ る 。
　 従 来 の 技 術 に お い て は 、 中 間 位 置 の 回 転 数 に デ セ ル す る 機 構 は 存 在 し な か っ た の で あ る
。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 該 図 ７ か ら 図 １ ０ の 図 面 に お い て は 、 電 子 ガ バ ナ ー 機 構 Ｇ を 具 備 し た エ ン ジ ン を 搭 載 し
た 作 業 車 に お い て 、 作 業 機 レ バ ー に 取 付 け ら れ た デ セ ル ス イ ッ チ を 押 す こ と に よ り 、 エ ン
ジ ン 回 転 数 を 設 定 回 転 数 か ら 中 間 位 置 の エ ン ジ ン 回 転 数 、 又 は ア イ ド リ ン グ 回 転 数 又 は 、
元 の 設 定 回 転 数 に 即 座 に 変 更 可 能 と し 、 元 の 設 定 回 転 数 に 復 帰 す る 場 合 に は 、 黒 煙 低 減 の
為 に 燃 料 噴 射 量 を 制 御 す べ く 構 成 し て い る の で あ る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 即 ち 、 図 ９ に お い て 図 示 す る 如 く 、 作 業 機 レ バ ー に 取 付 け ら れ た デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 、
１ 回 操 作 す る と 中 間 位 置 の エ ン ジ ン 回 転 数 に 、 デ セ ル ス イ ッ チ ５ を ２ 回 操 作 す る と ア イ ド
リ ン グ 回 転 数 に 、 デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 連 続 的 に 操 作 す る と 、 元 の 設 定 回 転 数 に 復 帰 す べ く
構 成 し た も の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 図 １ １ か ら 図 １ ５ に 示 す 構 成 に お い て は 、 電 子 ガ バ ナ ー Ｇ を 具 備 し た エ ン ジ ン を 搭 載 し
た 掘 削 作 業 機 に お い て 、 １ つ の エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル 等 で 、 オ ペ レ ー タ が エ ン ジ ン
回 転 を 任 意 に 選 択 可 能 な 構 成 と し 、 低 騒 音 と 低 燃 費 を 目 的 と し た オ ー ト デ セ ル 機 構 を 兼 用
し た 構 成 を 図 示 し て い る 。
　 該 構 成 を よ り 理 解 し や す く 示 し た の が 図 １ １ と 図 １ ２ で あ る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 図 １ １ に お い て は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル Ｋ （ ア ク セ ル セ ン サ ー ） の 指 示 値 が Ｍ
Ｉ Ｎ － Ｍ Ａ Ｘ の 間 に 配 置 さ れ て い る 状 態 と そ の 場 合 の 出 力 特 性 曲 線 を 示 し て い る 。 図 １ ２
に お い て は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル Ｋ が Ｍ Ａ Ｘ よ り 上 の Ａ Ｕ Ｔ Ｏ の 位 置 に あ る 場 合
の 出 力 特 性 曲 線 を 示 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 図 １ ３ は Ｍ Ｉ Ｎ と Ｍ Ａ Ｘ に お け る エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル Ｋ の 角 度 と 、 電 圧 出 力 を
示 す 図 面 、 図 １ ４ は エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル Ｋ を 設 定 し た 場 合 の 制 御 フ ロ ー チ ャ ー ト
図 面 、 図 １ ５ は 作 業 車 搭 載 エ ン ジ ン の 制 御 機 構 の ハ ー ド ウ エ ア ブ ロ ッ ク 線 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 図 １ １ か ら 図 １ ５ の 構 成 に お い て は 、 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル Ｋ に よ り 、 オ ペ レ ー
タ が 任 意 に エ ン ジ ン 回 転 を 設 定 で き る 範 囲 と 、 オ ー ト デ セ ル を 働 か せ る 範 囲 を 設 け る こ と
に よ り 、 １ つ の エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル Ｋ に よ り 、 ２ つ の 機 能 を 有 す る よ う に 構 成 し
た も の で あ る 。
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【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 構 成 に よ り 、 オ ペ レ ー タ の 嗜 好 も し く は 作 業 形 態 の 変 更 に て 、 任 意 に 素 早 く エ ン ジ
ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル Ｋ を 設 定 す る こ と が 出 来 る の で あ る 。
　 ま た 常 時 使 用 す る エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル Ｋ 以 外 の 別 ス イ ッ チ の 操 作 を 行 う 煩 わ し
さ が な い の で あ る 。 ま た 従 来 の 如 く 選 択 ス イ ッ チ が 不 用 で あ り 、 コ ス ト ア ッ プ に は 成 ら な
い の で あ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 図 １ は 作 業 機 と し て の バ ッ ク ホ ー の 全 体 図 、 図 ２ は 『 通 常 モ ー ド 』 と 『 重 負 荷 モ ー ド 』
に よ り 相 違 す る 出 力 特 性 を 示 す 図 面 、 図 ３ は 『 軽 負 荷 モ ー ド 』 と 『 通 常 モ ー ド 』 と 『 重 負
荷 モ ー ド 』 の 切 換 と 出 力 特 性 を 示 す 図 面 、 図 ４ は 『 軽 負 荷 モ ー ド 』 と 『 通 常 モ ー ド 』 に お
け る ア イ ソ ク ロ ナ ス 制 御 と 逆 ド ル ー プ 制 御 を 示 す 図 面 、 図 ５ は 『 軽 負 荷 モ ー ド 』 と 『 通 常
モ ー ド 』 に お け る 出 力 特 性 と 、 油 圧 ポ ン プ の 吐 出 流 量 － 吐 出 圧 の 関 係 を 示 す 図 面 、 図 ６ は
『 通 常 モ ー ド 』 に お け る 逆 ド ル ー プ と ア イ ソ ク ロ ナ ス 制 御 を 示 す 図 面 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 図 １ か ら 図 ６ に お い て 、 『 軽 負 荷 モ ー ド 』 と 『 通 常 モ ー ド 』 と 『 重 負 荷 モ ー ド 』 に つ い
て 説 明 す る 。
　 図 １ は 作 業 機 と し て バ ッ ク ホ ー を 開 示 し て い る 。 該 バ ッ ク ホ ー は 、 ブ ー ム １ と ア ー ム ２
と バ ケ ッ ト ３ 等 を 操 作 し て 、 掘 削 作 業 を 行 う 。 ブ ー ム １ を 回 動 す る ブ ー ム シ リ ン ダ １ ｓ 、
ア ー ム ２ を 回 動 す る ア ー ム シ リ ン ダ ２ ｓ 、 バ ケ ッ ト ３ を 回 動 す る バ ケ ッ ト シ リ ン ダ ３ ｓ が
介 装 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 図 ４ に お い て 図 示 す る 実 施 例 に お い て は 、 『 軽 負 荷 モ ー ド 』 に お い て は 、 最 高 回 転 数 を
無 負 荷 時 は １ ５ ０ ０ 回 転 と し 、 負 荷 が 掛 か る と 逆 ド ル ー プ 制 御 し て 、 １ ７ ０ ０ 回 転 ま で 増
加 可 能 と し て い る 。 そ し て 、 ト ル ク 曲 線 は 『 軽 負 荷 モ ー ド 』 の 様 に 定 格 ト ル ク の ８ ． ７ ～
８ ． ９ 程 度 に 設 定 し て い る 。 し か し 、 負 荷 が 掛 か る と 、 ア イ ソ ク ロ ナ ス 制 御 で 回 転 数 は 落
ち ず に ト ル ク は 増 加 す る よ う に 構 成 し て い る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 『 軽 負 荷 モ ー ド 』 の 出 力 特 性 に お い て は 、 『 軽 負 荷 モ ー ド 』 の 出 力 特 性 曲 線 は 別 に 設 け
ら れ て い る が 、 『 通 常 モ ー ド 』 の 出 力 特 性 曲 線 が 陰 に 隠 れ た 状 態 で 存 在 し て い る の で あ る
。 故 に 負 荷 が 更 に 増 加 す る と １ ５ ０ ０ 回 転 か ら 、 更 に １ ７ ０ ０ 回 転 ま で 増 加 す る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 次 に 『 通 常 モ ー ド 』 の 場 合 に 無 負 荷 最 高 回 転 数 は １ ９ ５ ０ 回 転 で あ り 、 負 荷 が 掛 か る と
該 ト ル ク 負 荷 に 比 例 し て 、 ２ ５ ０ ０ 回 転 ま で は 比 例 状 態 で 回 転 数 が 増 加 す る 逆 ド ル ー プ 制
御 を 行 う 。 該 ２ ５ ０ ０ 回 転 か ら 更 に 負 荷 が 増 加 す る と 、 ア イ ソ ク ロ ナ ス 制 御 で 『 通 常 モ ー
ド 』 の 最 高 ト ル ク ま で 上 昇 す る 。
　 次 に 更 に 負 荷 が 掛 か る と 、 『 通 常 モ ー ド 』 の 全 負 荷 回 転 域 に お い て 、 無 負 荷 時 よ り 負 荷
が 増 加 し て も 回 転 数 を 低 下 さ せ ず に 設 定 回 転 数 を 維 持 す る ア イ ソ ク ロ ナ ス 制 御 と し 、 低 回
転 位 置 で は 、 無 負 荷 回 転 数 よ り 負 荷 が 増 加 す る 際 に 、 ア イ ソ ク ロ ナ ス 制 御 を 行 い 、 更 に あ
る 負 荷 率 を 越 え る と 或 る 一 定 値 だ け 回 転 数 を ア ッ プ す る 逆 ド ル ー プ 制 御 を す る 出 力 特 性 を
具 備 さ せ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 次 に 『 重 負 荷 モ ー ド 』 に つ い て 説 明 す る 。
　 該 『 重 負 荷 モ ー ド 』 に お い て は 、 『 通 常 モ ー ド 』 の 出 力 特 性 曲 線 と は 全 く 異 な る 出 力 特
性 曲 線 を 具 備 さ せ て い る 。 そ し て 、 『 重 負 荷 モ ー ド 』 の 場 合 の 無 負 荷 最 高 回 転 数 は １ ９ ５
０ 回 転 で あ り 、 負 荷 が 掛 か る と 該 ト ル ク 負 荷 に 比 例 し て 、 ２ ５ ０ ０ 回 転 ま で は 比 例 状 態 で
回 転 数 が 増 加 す る 逆 ド ル ー プ 制 御 を 行 う 。 該 ２ ５ ０ ０ 回 転 か ら 更 に 負 荷 が 増 加 す る と 、 ア
イ ソ ク ロ ナ ス 制 御 で 『 通 常 モ ー ド 』 の 最 高 ト ル ク ま で 上 昇 す る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 更 に 負 荷 が 掛 か る と 個 々 か ら 、 エ ン ジ ン の フ ル 性 能 の 回 転 数 ま で 逆 ド ル ー プ 制 御 し 、 『
重 負 荷 モ ー ド 』 の 出 力 特 性 曲 線 ま で 到 る 。
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　 以 上 の 『 軽 負 荷 モ ー ド 』 と 『 通 常 モ ー ド 』 と 『 重 負 荷 モ ー ド 』 の 選 択 を モ ー ド 選 択 ス イ
ッ チ Ｓ に よ り 選 択 す る の で あ る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ３ ２ 】
【 図 １ 】 作 業 機 と し て の バ ッ ク ホ ー の 全 体 図 。
【 図 ２ 】 『 通 常 モ ー ド 』 と 『 重 負 荷 モ ー ド 』 に よ り 相 違 す る 出 力 特 性 を 示 す 図 面 。
【 図 ３ 】 『 軽 負 荷 モ ー ド 』 と 『 通 常 モ ー ド 』 と 『 重 負 荷 モ ー ド 』 の 切 換 と 出 力 特 性 を 示 す
図 面 。
【 図 ４ 】 『 軽 負 荷 モ ー ド 』 と 『 通 常 モ ー ド 』 に お け る ア イ ソ ク ロ ナ ス 制 御 と 逆 ド ル ー プ 制
御 を 示 す 図 面 。
【 図 ５ 】 『 軽 負 荷 モ ー ド 』 と 『 通 常 モ ー ド 』 に お け る 出 力 特 性 と 、 油 圧 ポ ン プ の 吐 出 流 量
－ 吐 出 圧 の 関 係 を 示 す 図 面 。
【 図 ６ 】 『 通 常 モ ー ド 』 に お け る 逆 ド ル ー プ と ア イ ソ ク ロ ナ ス 制 御 を 示 す 図 面 。
【 図 ７ 】 掘 削 作 業 機 の 左 操 作 レ バ ー ４ の 上 に デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 設 け た 構 成 の 図 面 。
【 図 ８ 】 デ セ ル ス イ ッ チ ５ に よ り 切 り 換 え る 、 ア ク セ ル 位 置 と 中 間 位 置 と ア イ ド リ ン グ 位
置 を 示 す 図 面 。
【 図 ９ 】 デ セ ル ス イ ッ チ ５ を 操 作 す る 場 合 の デ セ ル 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト 図 面 。
【 図 １ ０ 】 設 定 回 転 に 戻 す 場 合 の 黒 煙 低 減 回 避 制 御 の フ ロ ー チ ャ ー ト 図 面 。
【 図 １ １ 】 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル Ｋ の 指 示 値 が Ｍ Ｉ Ｎ － Ｍ Ａ Ｘ の 間 に 配 置 さ れ て い
る 状 態 と そ の 場 合 の 出 力 特 性 曲 線 を 示 す 図 面 。
【 図 １ ２ 】 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル Ｋ が Ｍ Ａ Ｘ よ り 上 の Ａ Ｕ Ｔ Ｏ の 位 置 に あ る 場 合 の
出 力 特 性 曲 線 を 示 す 図 面 。
【 図 １ ３ 】 Ｍ Ｉ Ｎ と Ｍ Ａ Ｘ に お け る エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル Ｋ の 角 度 と 、 電 圧 出 力 を
示 す 図 面 。
【 図 １ ４ 】 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル Ｋ を 設 定 し た 場 合 の 制 御 フ ロ ー チ ャ ー ト 図 面 。
【 図 １ ５ 】 作 業 車 搭 載 エ ン ジ ン の 制 御 機 構 の ハ ー ド ウ エ ア ブ ロ ッ ク 線 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 Ｋ 　 エ ン ジ ン 回 転 数 設 定 ダ イ ア ル
　 Ｓ 　 モ ー ド 選 択 ス イ ッ チ
　 １ 　 ブ ー ム
　 ２ 　 ア ー ム
　 ３ 　 バ ケ ッ ト
　 ５ 　 デ セ ル ス イ ッ チ
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【 図 １ 】
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【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】
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【 図 ４ 】
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【 図 ５ 】
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【 図 ６ 】

【 図 ７ 】

【 図 ８ 】
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【 図 ９ 】
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【 図 １ ０ 】
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【 図 １ １ 】
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【 図 １ ２ 】
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【 図 １ ３ 】
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【 図 １ ４ 】
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